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マルコ福音書の冒頭の聖書引用について 
 
加藤隆 
 
 マルコ福音書の物語の冒頭に、イザヤ書からの引用が記されている。しかしこの「イザ
ヤ書からの引用」には明らかな誤りがある。イザヤ書のものでないテキストが、イザヤ書
からのものだと主張されている。 
 このことについては、著者マルコの聖書認識の誤りというところに原因を求めて、それ
に困惑したり、このような誤りが生じたことについて弁護の議論を工夫するといったこと
がなされるばかりである。 
 しかしこの「誤り」は、意図的なものではないだろうか。「誤り」が含まれている引用が
なされている意味について、この方向で考察を試みる。 
 またマルコ福音書の物語でのこの引用のテキストの意味について、普通の解釈が誤りで
あることも検討する。 
 
 問題の引用は、以下の如くである。（聖書テキストの訳は加藤による） 
 
2 預言者イザヤ（の書）にこう書かれている。 
「見よ、私はあなたの前に私の使者を遣わす、彼はあなたの道を準備するだろう。 
3 荒野で叫ぶ声（がする）。『（あなたたちは）主の道を整え、彼の道をまっすぐにせよ』」。 
 
 旧約聖書からのこの引用は、物語の語り手が行っているという体裁になっている。 
新約聖書における旧約聖書からの引用は、ヘブライ語聖書からではなく、当時すでに存
在していた「七十人訳」（セプトゥアギンタ）というギリシア語聖書からなされている、と
いうのが基本的理解である。「引用」ということになっているが、旧約聖書の元の文の表現
が変更されて、元の文とは異なった意味の文が「旧約聖書からの引用」として示されるこ
とがある。マルコ福音書のこの箇所における「引用」にもこの問題がある。しかしここで
はまず、マルコ福音書の物語の立場として、「旧約聖書からの引用」とされている文が示さ
れていることを、そのまま受け取ることにする。 
 物語の中である出来事が生じる。その出来事がただそのように生じているのではなく、
旧約聖書においてすでに述べられていたことが実現しているとする主張は、その出来事の
重要さを際立たせるために用いられる手段である。旧約聖書に記されていることは、どう
でもよいことではなく、特別な価値がある、だから旧約聖書に記されていることが実現す
ることには特別な価値があるという立場が前提になっている。つまり「律法」に価値があ
るという立場になっている。 
 ところでこの「引用」には、語句の小さな相違ということではない、明らかな誤りがあ
る。 
 この引用は、イザヤ書からのものだと宣言されている。引用の後半部分（３節）は、た
しかにイザヤ書の 40,3 に対応するテキストである。しかし前半部分（２節後半）に対応す
るテキストは、イザヤ書には存在しない。出エジプト記 23,20 およびマラキ書 3,1 に似たよ
うなテキストがあり、この二つのテキストを絡ませたようなテキストになっている。この
前半部分が「イザヤ書からのもの」だという主張は、明らかに誤りである。 
 マタイ福音書の並行箇所（3,1）では、イザヤ書からの引用としてマルコの３節にあたる
部分だけが記されている。イザヤ書のテキストでないマルコの２節後半にあたるテキスト
は削除されている。（マルコの２節後半の「引用文」は、マタイ 11,10 で用いられている）。 
 ルカ福音書の並行箇所（3,4-6）でも、イザヤ書からの引用としてマルコの３節にあたる
マルコ福音書の冒頭の聖書引用について 
139 
 
テキストが示され、そしてイザヤ 40,3 だけでなく、それに続くテキストも引用され、結局
イザヤ 40,3-5 の部分が引用されている。（マルコの２節後半の「引用文」は、ルカ 7,27 で
用いられている）。 
 マタイもルカも、マルコの２節後半の「引用文」がイザヤ書からのものでないことに気
づいていて、これを訂正していることになる。 
 マルコがこのような明らかな誤りをなぜ犯したのかについては、さまざまな推測が可能
である。キリスト教の側の議論で便利に使える「旧約聖書の語句のコレクション」といっ
たものがかなり早い時期から流通していて、その書物で「洗礼者ヨハネ」についての旧約
聖書の語句が、マルコの２節後半にあたる文も含めて「イザヤ書からの引用」ということ
になっていて、それをマルコがそのまま使ってしまった、というような考え方がよく紹介
されている。そのような経緯だったということは考え得ることである。その他にも、さま
ざまな可能性が考えられている。いずれにしても、マルコがイザヤ書の本文を確かめれば、
２節後半にあたる文がイザヤ書のものでないことは簡単に分かるはずである。マルコはこ
の簡単な確認作業を行っていない。旧約聖書からの引用に関してマルコは、最低限の厳密
さが欠如した、かなりいい加減な態度をとっている、ということになる。 
 「旧約聖書からの引用についての誤り」ということになると、マルコ福音書にはもう一
つ明らかな誤りが存在する。 
 ２章の末尾に、サバトの日（安息日）にイエスの弟子たちが麦の穂を摘むというエピソ
ードがある。麦畑があって、弟子たちが麦の穂を摘んで食べている。麦の穂を摘むのは収
穫の仕事になっている。これは「サバトの日には仕事をしてはいけない」という律法の有
名な規定（出エジプト記 31,14; 34,21）の違反になっている。律法主義の監視者たち（ファ
リサイ派の者たち）が、このことを指摘する。 
この指摘に対してイエスは、ダビデに関するエピソードの一つを指摘することで対応す
る。「供えのパン」をめぐるエピソードである（サムエル記上 21,2-7）。 
 ここで注目するのは、「供えのパン」のエピソードについてイエスが、「アビアタルが大
祭司だった時」としている点である。ところがサムエル記の「供えのパン」のエピソード
は、ダビデが「祭司アヒメレク」のところに行った時のことになっている。この登場人物
について、イエスが間違った認識をもっているということになる。人物の名前を誤ってい
る。 
 マタイ福音書の並行箇所（12,1-8）、ルカ福音書の並行箇所（6,1-5）では、大祭司ないし
祭司の言及がなく、したがったこの明らかな誤りは回避されている。 
 マルコは、ここでも旧約聖書からの引用において明らかな誤りを犯している。 
 祭司アヒメレクにはアビアタルという子がいて、ダビデと会っている（サムエル記上
22,20）。このアビアタルにはアヒメレクという子がいて、王になったダビデの下で祭司にな
っている（サムエル記下 8,17）。 
 マルコの当時の旧約聖書についての知識は、だいたいが口頭のコミュニケーションによ
るもので、このような中では、名前が混同して記憶されることも十分に考えられる、とい
ったマルコの弁護がなされたりする。しかしマルコは福音書の執筆者である。読み書きが
できる。口頭での情報に不確かなところがあっても、彼は文字に依拠することができる。
そして、福音書執筆の際に旧約聖書の本文を確かめるといった作業は、それほど煩瑣なこ
とではないと思われる。また福音書の著者が誤っていても、周りの者がそれを指摘すると
いうことがあってもよさそうである。完成したとされる文書が出回るようになっても、写
本生が、この誤りに気付くことは容易だと想像できる。その時点でテキストが変更されて
もよさそうである。しかし明らかな誤りがあるテキストが本文としてそのまま伝えられて
いる。 
 旧約聖書からの引用についての、二つの明らかな誤りを指摘した。このことから、マル
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コの知識が不確かである、旧約聖書本文を確かめるという検証作業をマルコが怠っている、
と考えることは容易であり、自然である。 
 しかし誤りがあまりに明らかであり、訂正するのはかなり容易だと思われる例が並ぶと、
こうした事態について別様に考えねばならないかもしれない、ということにもなってくる。
これらの「誤り」をマルコが意図的に示している、という可能性がある。 
 「麦の穂」のエピソードでは、「誤り」はイエスの言葉に含まれている。しかもイエスの
言葉は、「ダビデが何をしたか、あなたがたは一度も読んだことがないのか」（οὐδέποτε 
ἀνέγνωτε τί ἐποίησεν Δαυὶδ）という問いかけから始まっている。「読む」ということが明
示的に問題にされている。 
 イエスの問いかけの言葉は、「イエスは聖書をきちんと読んでいる」ということを前提と
しているような雰囲気がある。ところが、エピソードの内容の紹介の中で、イエスは「ア
ビアタルが大祭司だった時」という明らかな誤りを犯している。 
 イエスの相手は「ファリサイ派の者たち」であり、一応のところは律法の専門家と見な
されるべき者たちである。「律法をよく読んでいる」「文字に依拠して、律法の内容をよく
身につけている」と基本的には考えられるべき者たちである。「律法」の位置づけをめぐる
微妙な議論での立場がどのようなものであれ、登場人物の名前の誤りは、イエスの議論の
欠点として、彼らが確信をもって指摘できる点ではないだろうか。ところがこの論争の場
面では、イエスの議論のこの欠点を、律法の専門家たちは指摘しない。そして「供えのパ
ン」をめぐるダビデのエピソードに依拠したイエスの主張は、反論されることがなく、そ
れなりに有効なものとして表明されたものであるかのように、エピソードが終わってしま
う。 
 律法の専門家たちは「アビアタル」という人名の誤りを、なぜ指摘しないのか。 
 律法の専門家たちの側も、この誤りに気づいていないとされている可能性がある。この
場合、律法の専門家たちは律法をよく知っているということになっていながら、彼らの律
法理解が実はいい加減だということが批判されている、ということになる。マルコ福音書
の物語では、12 章の「復活」をめぐる問答で、「あなたがたは、聖書も神の力も知らない」
（12,24）というイエスによる批判がある。したがって「麦の穂」のエピソードでも、律法
の専門家たちにおける聖書認識のいい加減さへの批判の要素があることは、無視できない。 
 しかしここでは、イエスも聖書の情報について誤りを犯している。 
 「ダビデが何をしたか、あなたがたは一度も読んだことがないのか」というイエスの言
葉は、「イエスは聖書をきちんと読んでいる」ということを前提としているような雰囲気で
ある。しかしマルコ福音書の物語で、「読む」という能力がイエスにあるかどうかが、そも
そも問題である。イエスは読むことができない。聖書を読んでいない。しかし聖書のこと
を知っている。律法の専門家たちは、読むという手段で聖書を知っていることになってい
る。しかし律法の専門家たちの聖書認識は、いい加減である。こうした批判をイエスが行
っているのかもしれない。 
 「アビアタル」という人名の誤りが、イエスの聖書認識のいい加減さを露呈したものな
のか、イエスの聖書認識は実はしっかりしたものなのだがイエスがここでは意図的に誤り
を含んだ聖書エピソードの紹介を行っているのか、断定できない。いずれにしても、「アビ
アタル」という人名の明らかな誤りを含んだ紹介をイエスが聖書に記されているとしてい
るのだから、ここで確認されている聖書の情報は正確なものでなく、いい加減なものであ
る。イエスが示しているこの聖書の情報は、律法の専門家たちの聖書の知識よりも優れた
ものである。しかしイエスが示す聖書の情報も、欠陥がないものではない。イエスの側と、
律法の専門家たちの側とで、どちらが聖書についての完璧な知識をもっているか、という
ことは問題にならない。どちらの側の聖書の知識も不完全である。ただしイエスの側の聖
書の知識が、律法の専門家たちの側の聖書の知識よりも優れている、ということが示され
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ている。 
 こうなるとここで重要なのは、イエスの聖書認識が実はどの程度のものなのかではなく、
誤りを含んだ聖書の情報が、社会において有効なものとして通用してしまっているという
点である。 
 ここでイエスは、「誤りを含んだ聖書の情報」を権威ある根拠として自分の主張を提示し
ている。論争の相手が律法の専門家なのに、根拠とされている「聖書の情報」に誤りがあ
ることは、指摘も批判もなされない。 
 ユダヤ社会は、「律法主義」の社会である。「律法」が社会において、大きな権威あるも
のとされている。絶対的な権威といっても、よい程である。「律法」は書かれたものなので、
その内容は堅固なものであるという雰囲気になっている（「口頭の律法」も、かなり確実に
伝達されていたらしい）。このために律法の支配は、確実な根拠に依拠しているという印象
が強力になる。しかし律法の実際の適用は、律法に書かれている内容についての人々の認
識において曖昧であることがあり、そのようであっても特に厳しく批判されることがなく、
社会的に通用してしまう。「律法の社会的適用の曖昧さ」とでも言うべきこのような事態が、
「麦の穂」のエピソードで指摘されていると考えられる。 
 「律法主義」は、実は、律法を厳密に認識しなければならないということが前提になっ
ていない。律法を尊重するような態度を示して、律法の実際の適用は、根拠になるテキス
トの理解に「明らかな誤り」があるようであっても、それで通用するようなものである。 
 「洗礼者ヨハネ」のエピソードの冒頭における聖書引用の誤り（イザヤ書のものでない
テキストを、イザヤ書からのものと主張する）は、ユダヤ社会のこうした「律法の社会的
適用の曖昧さ」を容認する立場が、律法についてのマルコ福音書自体の立場でもあるとい
うことの宣言になっていると、考えるべきである。律法は尊重されるべきである。しかし
律法は、かなり曖昧に用いてよいものであり、それで社会的には有効に機能する。 
 マルコ福音書の物語でイエスは、律法をかなり厳しく批判し、律法そのものを否定する
かのような雰囲気になることもある。その一方で、律法の権威をそれなりに認めているよ
うなところもある。物語の中のイエスの立場が、マルコ福音書の立場を代表していると考
えられる。しかし著者マルコは、まず自分自身が、つまりマルコ福音書自体が、「律法の社
会的適用の曖昧さ」を認める立場に立っていると宣言していることになる。 
 このことから、次のような問題が生じてくる。律法自体は堅固で権威あるものだとして
も、その適用においては、部分的知識や誤った引用などに基づいた主張が、社会ではそれ
なりに権威あるものとして通用してしまう。律法そのものの価値をどう考えるかという問
題もあるが、たとえ律法は価値あるものだと前提したとしても、その律法の「運用」の様
子は、欺瞞的なものになっていると言えるのではないだろうか。 
 律法の専門家たちに、このような「欺瞞」の問題がある。しかし律法の専門家たちの「欺
瞞」を批判しているイエスの側にも、程度の差はあれ、同様の問題がある。そればかりか、
律法に基づいて何かを主張する際に、明らかに誤りの「引用」に基づいた主張になってい
てもそれで構わないという立場にマルコ福音書自体が立っていることが、堂々と示されて
いる。 
 この問題をしっかりと念頭に置きながら、マルコ福音書の者を読み進めねばならない。
マルコ福音書の物語は、きわめて重大な緊張を含んだ形で開始されている。 
 
ヨハネの活動についてのテキストが、続いて記されている。 
 
4 洗礼者ヨハネが荒野に現れ、罪の赦しのための後悔の洗礼を宣した。 
5 ユダヤの田舎の全領域、それからエルサレムの全住民は、彼のもとに来て、彼らの罪
を告白し、ヨルダン川で彼によって洗礼された。 
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6 ヨハネはらくだの毛衣と、彼の腰に革の帯を着け、いなごと野生の蜜を食べていた。 
7 そして（彼は）宣して言った、「私の後に私より優れた者が来る。私は、かがんで彼の
履物のひもを解く値打ちがない。 
8 私はあなた達に、水で洗礼した。（彼は）聖霊で、あなた達に洗礼するだろう」。 
 
 ヨハネがヨルダン川で、「洗礼する」（βαπτίζω）という活動を行っている。ヨハネ自身が、
「水の洗礼」を行う自分より、「聖霊の洗礼」を行う者の方が優れていると確認している。
ヨハネの「水の洗礼」は「罪の赦しのための後悔の洗礼」とされているが、これは「罪の
赦し」を実現するものではなく、「罪の赦し」を目的としていわば前段階の活動とされてい
るようである。 
 「罪」は、神との関係における人間の状態を指す用語である。空間的にイメージするな
らば「罪」は、神との実質的なつながりがないこと、神と断絶していることと考えること
ができる。すると「罪の赦し」とは、この断絶がなくなること、神との実質的なつながり
が生じることと考えることができる。 
 ヨハネの「水の洗礼」は、「罪の赦し」「神との実質的なつながり」を実現しない。では
ヨハネの「水の洗礼」は、「罪の赦し」「神との実質的なつながり」の実現のために必要な
準備のようなものなのだろうか。ヨハネの「水の洗礼」は、「罪の赦し」「神との実質的な
つながり」を実現しないとしても、「罪の赦し」「神との実質的なつながり」の実現のため
に必要不可欠なのだろうか。 
 「ユダヤの田舎の全領域、それからエルサレムの全住民」が、この「水の洗礼」を受け
たとされている。ここに地理的な限定があることが、意味深長である。パレスチナのユダ
ヤ人についてだけ考えるということにしても、この人々はユダヤ人の全員ではない。パレ
スチナのユダヤ人は、おおまかに言うと「ユダヤ地方」（その中心都市がエルサレム）と「ガ
リラヤ地方」に住んでいる。これからのイエスの物語では、イエスはまずガリラヤ地方を
中心にして活動する。マルコ福音書の物語においてガリラヤ地方は、重要である。「ユダヤ
の田舎の全領域、それからエルサレムの全住民」という限定は、ガリラヤ地方のユダヤ人
を除外した言い方になっている。次に記されている「イエスの洗礼」のエピソードでは、
ヨハネの洗礼を受けるイエスについて「ガリラヤのナザレから来た」と記されている。そ
して「ユダヤ地方」以外のところから来る者がヨハネの洗礼を受けたということは、イエ
スの例のあと、マルコ福音書の物語では記されていない。ヨハネの洗礼を受けた者たちが
どこから来たのかという点に注目するならば、彼らの中で、イエスは例外的である。 
 一方で、「ユダヤ地方」の全員がヨハネの洗礼を受けている。他方で、「ユダヤ地方」以
外のところから来る者でヨハネの洗礼を受けたのはイエスだけである。つまりたとえば「ガ
リラヤ地方」のイエス以外の者たちは、ヨハネの洗礼を受けていないということになる。
またヨハネの洗礼を受けていない者たちにイエスが、ヨハネの洗礼を受けるようにと命じ
るないし勧めるといった場面もない。すべての人がヨハネの洗礼を受けねばならない、と
いうことではないかのようである。 
 「罪の赦し」は、すべての人に必要なこと、すべての人が求めるようなこと、ではない
だろうか。ヨハネの洗礼が「罪の赦し」の実現のために必要不可欠な準備ならば、すべて
の人がヨハネの洗礼を受けようとするはずである。しかしすべての人がヨハネの洗礼を受
けようとはしていない。とするとヨハネの洗礼は、「罪の赦し」の実現のために必要不可欠
なものではない、ということになる。 
 では「ユダヤ地方」の人々は、なぜこぞってヨハネの洗礼を受けにくるのだろうか。各
人の「罪の赦し」の実現のためという観点からは、やらなくてよいことを、彼らは行って
いる。 
 ヨハネの洗礼の活動のこうした様子から、次のことは確実なこととして指摘できる。「洗
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礼者ヨハネが荒野に現れ、罪の赦しのための後悔の洗礼を宣した」と記されていて、それ
に応えて人々が洗礼を受けにきている。神との関連において実はやらなくてよいことを、
神との関連で意義があるかのように社会に「宣べる」（κηρύσσω）と、人々を動かす上でか
なり有効に機能するというということが、ここで示されている。 
 マルコ 11 章に、「ヨハネの洗礼は天からのものか、人からのものか」という問題を巡っ
てのイエスとユダヤ人指導者たちの議論の様子が記されている。このエピソードでは、こ
の問題にはっきりした答えを示すのを避けるユダヤ人指導者たちの立場がどのようなもの
かという点に関心が集中してしまう。しかし「ヨハネの洗礼は天からのものか、人からの
ものか」という問題について、イエスも自分の見解を示さない。さらにイエスの活動が「天
からのものか、人からのものか」ということも問題になっているが、このことについてイ
エスははっきりと「言わない」と述べている。 
 「ヨハネの洗礼は人からのもの」というのが、イエスの、そしてマルコ福音書の立場か
らの位置づけになっているのではないだろうか。そして、ついでに述べておくと、イエス
の活動（当面のところ問題になっているのは、神殿の境内でイエスが実力行使をしたこと）
も「人からのもの」とされている可能性がある。 
 「洗礼」を社会に向かってヨハネが宣伝することは、神学的行為（「天からのもの」）で
はなく、社会的行為（「人からのもの」）に過ぎない。それでも社会に、それなりに大きな
変動が生じる。 
 
 洗礼を宣伝する、洗礼を授ける、というヨハネの活動、洗礼を受ける、という人々の活
動、これらの活動が社会的行為（「人からのもの」）に過ぎないという位置づけは、各人の
「罪の赦し」の実現に直接的な意義があるか、という観点からの見方である。 
 これらの行為が神学的（「天からのもの」）であるのかどうかについて、別の観点から検
討する必要がある。ヨハネと人々の活動についての叙述に先立って「旧約聖書からの引用」
が記されている。神との関連においてヨハネの活動が位置づけられているような雰囲気が
ある。 
 
2 預言者イザヤ（の書）にこう書かれている。 
「見よ、私はあなたの前に私の使者を遣わす、彼はあなたの道を準備するだろう。 
3 荒野で叫ぶ声（がする）。『（あなたたちは）主の道を整え、彼の道をまっすぐにせよ』」。 
 
 このテキストについては、引用文の全体がイザヤ書からのものとされていることの「誤
り」に関して検討したが、引用文そのものについてまだ検討していない。 
 短いテキストの中に、いくつもの「者」が指摘されている。「私」「あなた」「私の使者」
「あなたたち」「主」。これらが誰を指しているのか。「荒野で叫ぶ声」、これは「声」とさ
れているだけだが、誰の「声」なのか。 
 ２節後半の言葉について、まず検討する。 
 預言の言葉は基本的には神の言葉なので、「私」は「神」だと考えてよいだろう。 
 「私」が「あなた」に語りかけている。この「あなた」はイエスのことだとするのが、
通常の解釈である。 
 神がイエスに、二人称単数で「あなた」と呼びかけることは、直後の「イエスの洗礼」
の場面でも行われている。 
 この解釈に即して、この神の言葉を、「者」が誰かを明示的に示しながら書き直すと、次
のようになるだろう。この場合、「私の使者」とはヨハネのことである。 
 
見よ、神である「私」は、イエスよ、あなたの前に「私の使者」であるヨハネを遣
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わす、彼、つまりヨハネは、あなた、つまりイエスの道を準備するだろう。 
 
 ヨハネの活動があって、それからイエスの活動がなされる。ヨハネの活動は、イエスの
活動の「準備」になっている。こうしたイメージに沿った内容に理解できているかのよう
である。 
 しかしこの「解釈」には、いくつかの問題がある。 
  
「ヨハネの活動」のエピソードの末尾で、ヨハネ自身が自分の活動の位置づけについて
の言葉を述べている。 
 
7 そして（彼は）宣して言った、「私の後に私より優れた者が来る。私は、かがんで彼の
履物のひもを解く値打ちがない。 
8 私はあなた達に、水で洗礼した。（彼は）聖霊で、あなた達に洗礼するだろう」。 
 
 ヨハネより優れた者がヨハネの後に来る（ἔρχεται ὁ ἰσχυρότερός μου ὀπίσω μου）。時間
的前後の関係が確認されて、まずヨハネが登場し、その後に「ヨハネより優れた者」が来
るとされている。 
 その者がどのような者なのかについても、解説がなされている。その者は「聖霊で洗礼
する者」である（αὐτὸς δὲ βαπτίσει ὑμᾶς ἐν πνεύματι ἁγίῳ）。 
 「聖霊において（ἐν πνεύματι ἁγίῳ）洗礼する」とは、どのようなことか。この言葉の
直後に「イエスの洗礼」のエピソードが記されている。そこでは、イエスに聖霊が与えら
れている。マルコ福音書の物語では、「聖霊が与えられる」といった類の場面は、他にはな
い。このことが「聖霊において洗礼する」ことだと考えるしかない。しかもイエスのこの
場面は、ヨハネのこの言葉の直後に記されている。 
 「ヨハネの後に来る」とされている「ヨハネより優れた者」は、「聖霊において洗礼する
者」である。ところで「イエスの洗礼」のエピソードにおいてイエスは、「聖霊において洗
礼する者」だろうか。そうではない。イエスは「聖霊を与えられる者」であって、「洗礼」
という語を用いるならば、「聖霊において洗礼される者」である。ここで「聖霊において洗
礼する者」は、神である。 
 したがってヨハネは、「自分の後にイエスが来る」と述べているのではない。そうではな
くてヨハネは、「自分の後に神が来る」と述べているのである。 
 「ヨハネの後に来る」とされている「ヨハネより優れた者」は、イエスではなく、神で
ある。 
 「イエスの洗礼」のエピソード以降のマルコ福音書の物語は、イエスの活動の物語にな
っている。このために、まずヨハネが来て、それからイエスが来た、というようにどうし
ても考えてしまう。しかしイエスの活動の物語は、表面的にはイエスが「来て」そして活
動しているようだが、ヨハネの言葉の観点からは、「来た」のは神であり、神が活動してい
るのである。 
 
こうなると、預言の言葉の前半部分の解釈に、再検討の余地が生じてくる。２節後半の
預言の言葉を、もう一度示す。 
  
見よ、私はあなたの前に私の使者を遣わす、彼はあなたの道を準備するだろう 
 
 この言葉は、次のような意味だと考えた。 
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見よ、神である「私」は、イエスよ、あなたの前に「私の使者」であるヨハネを遣
わす、彼、つまりヨハネは、あなた、つまりイエスの道を準備するだろう。 
 
 イエスの「前に」、つまりイエスよりも時間的に先行して、ヨハネが使者として遣わされ
る、ヨハネが「イエスの道」を準備する、ということが主張されているのだろうか。そう
だとすると、神は「まずヨハネ、次にイエス」と述べていて、しかしヨハネ自身は、「まず
ヨハネ、次に神」と述べていることになる。イエスが登場し活動することは、とりもなお
さず神が登場し活動することだと好意的に考えることにして、神の言葉とヨハネの言葉は
矛盾しないとすることは不可能ではない。しかし両者の言明が一致していないことは、や
はりすっきりしない。 
 また「私はあなたの前に私の使者を遣わす」という言葉の「前に」という表現にも問題
がある。このテキストのギリシア語原文は、ἀποστέλλω τὸν ἄγγελόν μου πρὸ προσώπου 
σου となっている。 
 私が示した訳文では、「あなたの前に」のところを単純に「前に」と訳した。「あなたの
前に」の原文は、πρὸ προσώπου σου となっている。直訳するならば「あなたの顔の前に」
という表現になっている。「前に」という意味ならば、「πρό」という前置詞で表現すること
が可能だし、単純である。そして「πρό」という前置詞は、空間的な「前に」という意味も、
時間的な「前に」という意味も表し得る。ところがここでは、単純に「πρό」という前置詞
だけが用いられているのでなく、「あなたの顔の前に」とされている。「顔」は物体なので、
「～の顔の前に」という表現は、「空間的な前」を示している雰囲気が強くなる。 
 空間的な意味合いが強い意味で「イエスの前にヨハネを遣わす」と述べられても、これ
はヨハネがまず活動し、イエスが次に活動するという前後関係のことを指していると解釈
することは不可能ではない。すでに行われたヨハネの活動を目の前にして、イエスが活動
を開始するといった雰囲気のことを考えることができないのではない。しかしすっきりし
ないところが残る。 
 こうした問題が生じてしまうということは、預言の言葉の前半部分についての、「あなた」
がイエス、「私の使者」がヨハネと考える解釈が、不適切であることを示唆するものである
可能性が大きい。 
 預言の言葉の前半部分は、別様に解釈すべきなのではないだろうか。 
 「私」が神であることは、動かし難い。とすると「彼はあなたの道を準備するだろう」
の「あなたの道」は「神の道」ではあり得ない。 
 この預言の言葉には、先行するテキストがある。そのテキストと合わせて、この預言の
言葉の前半部分を読み直してみる。 
 
1 （神の子）イエス・キリストの福音の初め。 
2 預言者イザヤ（の書）にこう書かれている。 
「見よ、私はあなたの前に私の使者を遣わす、彼はあなたの道を準備するだろう。（‥
‥） 
 
 マルコ福音書では、まずイエスが言及されている。マルコ福音書は全体としては、イエ
スについての物語である。物語を読み始める読者は、イエスの登場を期待している。こう
した中で、預言の言葉（神の言葉）として、「見よ、私はあなたの前に私の使者を遣わす」
と述べられている。ここまで読んだとする。すると「神が遣わす使者」としてもっとも自
然なのは、これからの物語の中心人物であるイエスではないだろうか。しかもイエスは、
冒頭で言及されている。 
 とすると、「あなた」は読者なのではないだろうか。 
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 この場合、２節後半の預言の言葉は、次のような意味だということになる。 
 
見よ、神である「私」は、読者よ、あなたの（顔の）前に「私の使者」であるイエス
を遣わす、イエスはあなたの道を準備するだろう。 
 
イエスが、「あなたの道」「読者の道」を準備する様子が、マルコ福音書のこれからの物
語で示されることになる。この解釈は、「あなた」がイエスであり、神が遣わす「私の使者」
がヨハネだとすることによって生じるさまざまな問題を一掃するものである。 
 「あなた」が「読者」であり、「あなたの道」が「読者の道」であるという解釈について
は、次のことも指摘できる。 
 預言の言葉の前半は、出エジプト記 23,20 とマラキ書 3,1 のテキストを混ぜ合わせたよう
なものになっている。「七十人訳」（セプトゥアギンタ）における二つの箇所のテキストを
示す。和訳は私（加藤）が試みたものである。 
 
出エジプト記 23,20 
καὶ ἰδοὺ ἐγὼ ἀποστέλλω τὸν ἄγγελόν μου πρὸ προσώπου σου ἵνα φυλάξῃ σε ἐν τῇ 
ὁδῷ ὅπως εἰσαγάγῃ σε εἰς τὴν γῆν ἣν ἡτοίμασά σοι  
そして見よ、わたしはあなたの（顔の）前に使者を遣わして、あなたを道で守らせ、
わたしがあなたに備えた地に導かせる。 
 
原文は、神に命じられてモーセがイスラエルの人々に言う言葉の中の一節である。「あな
た」は単数形だが、イスラエルの一般の人々のことである。使者は人々の先導の役を務め
る。「～の（顔の）前に」は、空間的な意味である。一般の人々が「道」を進むことになっ
ている。 
 
マラキ書 3,1 
ἰδοὺ ἐγὼ ἐξαποστέλλω τὸν ἄγγελόν μου καὶ ἐπιβλέψεται ὁδὸν πρὸ προσώπου μου  
見よ、私は私の使者を遣わし、（彼は）私の（顔の）の前に道を監視する。 
 
監視される「道」は「神の（顔の）前の道」とされている。「～の（顔の）前に」は、空
間的な意味である。この「道」を人々が通ることになる。 
 マルコによって引用されているテキストの元のテキストの意味を、マルコが忠実に用い
なければならない、ということはない。しかし元のテキストでの「道」がどちらも一般の
人々の「道」であることは、マルコによる引用のテキストにおける「道」も、一般の人々
の「道」であることを補強するところがある。 
 「道」は、比喩的に用いられる場合に、さまざまな意味をもち得る。一般の人々が通る
「道」の場合には、深い意味での「生活のあり方」、といった意味が支配的である。読者が
書物を読むのは、基本的には自分に役立つかもしれないからであり、福音書のような書物
の場合には、神との関連での自分のしかるべき「生活のあり方」「道」を知りたいからであ
る。「イエスがあなた（読者）の道を準備するだろう」という言葉は、読者のこうした期待
に応えるものになっている。 
 マルコ福音書は読者の存在に、冒頭から直接的に気を配っていることになる。書かれた
書物ならば、読者に気を配るのは当然だと言えばその通りだが、書物の中で読者への直接
の配慮が示されねばならないというのでもない。マルコ福音書の物語は、全体としては、
登場人物たちの絡まり合いを客観的に報告するという体裁になっている。しかしこの箇所
の他に、マルコ福音書では、はっきりと読者に語りかけるところがもう一箇所存在する
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（13,14）。 
 
 「イエスがあなたの道を準備するだろう」と冒頭で述べられていることは、１節の「（神
の子）イエス・キリストの福音の初め」という文句の意味について理解することにも繋が
る。 
 「福音」（εὐαγγελίον）という語は、ここでは何の説明もなく用いられていて、少しでも
その意味を正確に理解しようとすると、どう考えればよいのか戸惑うことになる。 
 「福音」の語が次に用いられるのは、1,14-15 のいわゆる「ガリラヤでのイエスの公活動
の初め」のエピソードにおいてである。 
 
14ヨハネが捕らえられた後、イエスはガリラヤへ行き、神の福音を宣べ（κηρύσσων τὸ 
εὐαγγέλιον τοῦ θεοῦ）、15そして言った。「時は満ち、神の国は近づいた。（あなた方
は）悔い改めて、福音において忠実であれ（πιστεύετε ἐν τῷ εὐαγγελίῳ）」。 
 
 ここでの「福音」が、まずは「イエスの福音」であろうということになる。「イエスの福
音」は、イエスが宣べるものである。そしてその「福音において（ἐν τῷ εὐαγγελίῳ）」人々
が忠実であるべきだ、とされるようなものである。 
 「福音」は「ニュース」「知らせ」であり、情報で、それが伝えられて、相手が理解すれ
ば、それでこの情報の役目は終わりであるかのように考えられてしまう。しかし「福音」
は、さらに「そこにおいて」（ἐν）人々が忠実であるべきようなものとされている。人々の
存在、生活といったものが含み込まれるようなものと考えられている。 
 とすると「イエス・キリストの福音の初め」という表現の「初め」（ἀρχὴ）も、「初め」
と訳して、時間の流れにおける最初というような意味で理解してしまえないかもしれない、
ということになる。 
 「初め」「アルケー」を時間の流れにおける最初というような意味で理解するならば、「イ
エスが伝える情報」ないし「イエスについての情報」の「最初の部分」という意味になる
可能性が大きくなる。この文句は、イエスの物語の最初の部分――「ヨハネ」のエピソー
ドのこと（８節まで？、あるいは「イエスの洗礼」を含めた 11 節まで？）、あるいはそれ
に続くイエスの活動の最初の部分も含めたもの（「荒野」の部分を含めた 13 節まで？、「ガ
リラヤでの公活動の開始」を含めた 15 章まで？）――についての小見出しのようなものだ
と考えられたりすることになる。しかしこうした小見出しのようなものは、マルコ福音書
の後の部分には記されていない。これをどう考えるかという問題が生じてくる。小見出し
についてマルコは、最初は掲げてみたけれど、この形式を貫くのを、やめてしまった。意
図的にそうしたのか。その意図がどのようなものなのか、推測するのは困難である。ある
いは怠慢が原因なのだろうか。 
 しかし「アルケー」という語は、「根源」「根幹」「基本」「もっとも大事な部分」という
意味もある（社会的には「指導者」「第一人者」といった意味もある）。マルコ福音書はイ
エスの物語である。イエスは、「読者の道」を準備する者である。読者がこの「道」を歩む
ということが、「福音において忠実である」ということだと言い替えられていると考えられ
る。とするならば、「イエス・キリストの福音の初め（アルケー）」とは、人々がそこで忠
実であるべき環境（「福音」）の「根幹」というべきもののことだということになる。「イエ
ス・キリストの福音のアルケー」という文句は、マルコ福音書全体のタイトルのようなも
のと考えるべきである。 
 
 預言の後半の言葉についても、検討しなければならない。 
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3 荒野で叫ぶ声（がする）。『（あなたたちは）主の道を整え、彼の道をまっすぐにせよ』」。 
 
 「荒野で叫ぶ声」とはヨハネの活動のことであり、「主の道」の「主」はイエスのことで、
したがって「主の道」とは「イエスの道」のことだ、とするのが通常の解釈である。 
 この後から、荒野でのヨハネの活動の様子が記されるのだから、「荒野で叫ぶ声」がヨハ
ネのことだと考えてしまうにのは、無理からぬところがある。 
 ヨハネの活動は、「水の洗礼」である。ユダヤ地方の人々と、それからイエスに、「水の
洗礼」を行う。しかし既に指摘したように、各人の「罪の赦し」の実現に直接的な意義が
あるか、という観点からヨハネの活動は不可欠なものではない。イエスの「水の洗礼」も、
イエスにおける「聖霊の付与」に必要だったとは言い難い。「水の洗礼」「聖霊の付与」と
いう順番になっているだけ、と言ってしまえるところがある。 
 「荒野で叫ぶ声」は、「（あなたたちは）主の道を整え、彼の道をまっすぐにせよ」と述
べるとされている。「荒野で叫ぶ声」がヨハネのことだとして、ヨハネの活動の記述におい
てヨハネは、「（あなたたちは）主の道を整え、彼の道をまっすぐにせよ」とは述べていな
い。ヨハネの言葉は、「私の後に私より優れた者が来る。‥‥」という言葉だけである。「（ヨ
ハネが）罪の赦しのための後悔の洗礼を宣した」と記されている。これについてのヨハネ
の言葉は記されていないが、「宣した」とされているので、言葉による働きかけがあったと
十分に考えられる。「（あなたたちは）主の道を整え、彼の道をまっすぐにせよ」がそのま
ま述べられているのではないが、この「洗礼の宣告」が「（あなたたちは）主の道を整え、
彼の道をまっすぐにせよ」という命令に対応するものだと、考えられなくもない。しかし
「水の洗礼」は不可欠のものではない。これで「主の道を整え、彼の道をまっすぐにする」
ということに対応したものになっているのだろうか。 
 ヨハネについて、「ヨハネはらくだの毛衣と、彼の腰に革の帯を着け、いなごと野生の蜜
を食べていた」と記されている。この服装も食生活様式も、町や村での日常的な姿とは異
なったものである。「荒野にいるヨハネ」というイメージを際立たせるものになっている。
ヨハネが特別な人物であるかのようである。人々はヨハネの宣告に応えて、ヨルダン川の
「荒野」のところまで出かけ、水の洗礼を受けている。一時的にしろ、日常生活から離れ
た活動を行っている。ところが「荒野」の現場に来てみると、更に非日常的要素がある、
ヨハネの様子である。「罪の赦し」が問題とされている状況である。この「罪の赦し」のた
めに人々は、非日常的な活動を行っている。こうした中で、ヨハネの様子は、「罪の赦し」
とどのような関係があるのかということになるのではないだろうか。ヨハネの服装や食生
活様式は、「罪の赦し」との関連で何か有効なところがあるのだろうか。しかしヨハネは、
「荒野」に来ること、「水の洗礼」を受けること、は人々に要求するが、ヨハネのような服
装や生活の様子を行うようには求めない。とするとヨハネの様子は、「罪の赦し」には無関
係なのだろうか。ヨハネの様子は、「罪の赦し」には無関係なのだろうか。しかしヨハネの
様子が「罪の赦し」と無関係ならば、ヨハネはなぜこのような特別な様子をしているのか、
ということになる。 
 こうしたことを考えさせるような記述がなされていることも、ヨハネが人々に求める活
動――「荒野」に来て「水の洗礼」を受けること――が、不可欠でなく、意味のないもの
であることを示している。 
 つまりヨハネの活動は、「（あなたたちは）主の道を整え、彼の道をまっすぐにせよ」と
いう命令に対応するものになっていない、ということになる。 
 とすると「荒野で叫ぶ声」がヨハネの活動のことだと考えるのは、不適切だということ
になる。 
 
 「荒野で叫ぶ声」についての預言の言葉が引用された後、「荒野」の場面が物語られる。 
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「荒野」の場面は、「私の後に私より優れた者が来る。‥‥」というヨハネの言葉で終わ
っているのではない。「イエスの洗礼」「荒野のイエス」も「荒野」の場面である。そして
「荒野のイエス」のエピソードの後イエスは、「ガリラヤ」で、「時は満ちた、神の王的支
配が近づいた。後悔して、福音に忠実になれ」と述べたとされている。 
 荒野で活動する人物は、ヨハネだけではない。イエスも、荒野での活動を行っている。
また「ガリラヤ」は「荒野」であるとは言えないが、「時は満ちた、神の王的支配が近づい
た。後悔して、福音に忠実になれ」というイエスの言葉は、「神の王的支配」を目標としな
がら、人々にあるべき姿を示そうとしている内容になっている。この言葉は、神との関連
において「道を整え、道をまっすぐにする」ための活動になっている。 
  
 「荒野で叫ぶ者」をヨハネのことだとするのがあまりに困難であること、そして荒野に
結びついたイエスの活動の様子から、３節の預言の言葉は、次のようなことが表現されて
いると考えるべきだと思われる。元の文を、もう一度示す。 
 
3 荒野で叫ぶ声（がする）。『（あなたたちは）主の道を整え、彼の道をまっすぐにせよ』」。 
 
 「荒野で叫ぶ声」（φωνὴ βοῶντος ἐν τῇ ἐρήμῳ）は、具体的な人（たとえばヨハネ）の
声のではなく、ギリシア語の表現にある通り「声」に過ぎない。強いて言うならば「神の
声」である。２節前半が神の言葉であることとも一致している。だたし、３節の言葉は、「荒
野」で述べられる。「主の道」は「神の道」である。命令の言葉は、二人称複数で述べられ
ている。神が「神の道」を整えろ、と「荒野」で述べている。 
 この命令に応じて、まずヨハネが活動する。しかしヨハネの活動には意味がない。次に
イエスが登場する。＜「神の道」を整えろ＞という命令が二人称複数なので、この命令に
対して、一人目が対応しようとして失敗し、二人目が対応しようとする。またこの命令は
「荒野」で述べられるものである。ヨハネの対応は「荒野」で行われている。「荒野での声」
を聞いて、ヨハネが対応しようとした。イエスも「荒野」にいた（イエスを「荒野」に連
れてくるために、イエスがヨハネの「水の洗礼」を受けていたとされていると考えられる）。
イエスも、「荒野での声」を聞いて、これに対応する。＜「神の道」を整える＞という活動
は、「荒野」で行われなければならないものではない。そこでイエスはガリラヤで、この活
動を開始する。 
 
２節後半からの預言の言葉は、次のような意味だということになる。 
 
2 見よ、神である「私」は、読者よ、あなたの（顔の）前に「私の使者」であるイエス
を遣わす、イエスはあなたの道を準備するだろう。 
3 荒野で叫ぶ（神の）声（がする）。『（あなたたちは）主の道、つまり神の道を整え、神
の道をまっすぐにせよ』」。 
 
 ヨハネが登場するが、かれは神が言う「私の使者」ではない。（ヨハネの活動は「人から
のもの」である）。イエスが「私の使者」である。 
 
 
